
 

船橋市都市再生整備計画事業事後評価委員会設置要綱 

 

（設置）  

第１条 本市の都市再生整備計画事業について、本市が行う当該計画の目標の達成

状況等に係る評価の手続き等の審議を行うため、船橋市都市再生整備計画事業事

後評価委員会（以下「評価委員会」という。）を置く。 

 

（役割）  

第２条 評価委員会の役割は次の各号のとおりとする。  

（１）事後評価手続き等に係る審議  

評価委員会は、事後評価の手続き及び都市再生整備計画の目標の達成状況の確

認等の結果についてその妥当性を審議し、不適切な点又は改善すべき点があると

認めた場合は、意見の具申を行うものとする。  

（２）今後のまちづくり方策等に係る審議  

評価委員会は、今後のまちづくり方策等の内容の妥当性について審議し、不適切

な点又は改善すべき点があると認めた場合は、意見の具申を行うことができるものと

する。  

 

（組織）  

第３条 評価委員会は委員５人以内で組織する。  

                                   

（委員） 

第４条 委員は次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

（１） 学識経験者 

（２） その他市長が必要と認める者 

２ 委員の任期は、委嘱の日から第２条各号に掲げる事項が完了するまでとする。 

 

（委員長等）  

第５条 評価委員会に委員長及び副委員長を１人置き、委員の互選によりこれを定め

る。  

２ 委員長は、評価委員会を代表し、会務を総理する。  

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代理する。  

 

（会議）  

第６条 評価委員会の会議は、必要な時期に事務局が召集する。  
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２ 会議の議長は、委員長が務める。  

３ 評価委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ開催することができない。  

４ 評価委員会は、必要に応じて委員以外の関係者の出席を求め意見を聴くことが 

できる。  

 

（会議の公開）  

第７条 評価委員会の会議は、「船橋市情報公開条例」（平成１４年３月２９日船橋市条

例第７号。以下「条例」という。）第２６条に基づき、原則、公開とする。ただし、同条

各号に該当する場合、委員長は、会議の一部又は全部の非公開を決定することが

できる。この場合、委員長が必要と認めるときは、出席委員の意見を聴くことができ

る。  

 

 （委員の公務災害補償） 

第８条 委員の職務上生じた災害については、議会の議員その他非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条例（昭和４２年船橋市条例第３３号）の規定に準じて補償

する。 

 

 （秘密保持義務） 

第９条 委員は、評価委員会に関し知り得た秘密を他に漏らし、又は自己の利益のた

めに利用してはならない。委員の職務を退いた後においても同様とする。 

 

（庶務）  

第１０条 評価委員会の庶務は、都市計画部都市政策課において処理する。  

 

（その他）  

第１１条 この要綱に定めるもののほか、評価委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が評価委員会に諮って定める。  

 

附則  

この要綱は、平成２４年 1月１７日から施行する。  

附則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 


